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県
立
村
山
産
業
高
等
学
校
が
開
校

　

四
月
八
日
、
県
立
村
山
産
業

高
校
が
開
校
し
、
同
校
耕
道
会

館
で
第
一
回
入
学
式
が
お
こ
な

わ
れ
、
百
六
十
五
人
が
入
学
し

ま
し
た
。
村
山
産
業
高
校
は
、

こ
れ
ま
で
の
村
山
農
業
高
校
と

東
根
工
業
高
校
が
統
合
し
、
新

た
に
商
業
科
を
加
え
誕
生
。
農

業
・
商
業
・
工
業
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
専
門
校
は
、
県
内
で
は

初
と
な
り
ま
す
。
校
舎
は
楯
岡

北
町
の
旧
村
山
農
業
高
校
校
舎

を
利
用
し
、
新
た
な
校
舎
の
増

築
と
専
門
的
な
設
備
を
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
入
学
生
と

な
っ
た
笹
原
さ
ん
に
、
高
校
生
と
な
っ

た
今
の
気
持
ち
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

入
学
し
た
今
の
気
持
ち
は
？

　

緊
張
と
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
わ

く
わ
く
し
た
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

高
校
で
は
何
を
し
た
い
で
す
か
？

　

部
活
動
と
農
業
の
授
業
を
頑
張
り
た

い
で
す
。

将
来
の
夢
は
な
ん
で
す
か
？

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
公
益
団
体
等
）
の
職

員
と
な
っ
て
世
界
中
を
ま
わ
り
仕
事
を

し
た
い
で
す
。

農業経営科　１年

　笹原惇平さん（楯岡）

新入生の声
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入
学
式
で
は
、
竹
田
耕
平
校
長
先
生

が
新
入
生
の
入
学
を
許
可
し
、
志
布
市

長
が
来
賓
の
祝
辞
で
新
入
生
を
激
励
し

ま
し
た
。
ま
た
、
在
校
生
を
代
表
し
て

須
藤
遥
央
さ
ん
（
楯
岡
）
が
新
入
生
に

対
し
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

―  

竹
田
校
長  

―

　

学
習
や
部
活
動
を
と
お
し
仲
間
を
つ

く
り
、
県
内
、
国
内
、
世
界
へ
羽
ば
た

き
地
域
で
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。
志
を

高
く
持
ち
、
挑
戦
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
伝
統
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
―  

志
布
市
長  

―

　

こ
れ
か
ら
大
人
に
な
る
ひ
と
つ
の
道

と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で

く
だ
さ
い
。
時
間
を
計
画
的
に
用
い
て

た
く
さ
ん
の
知
識
を
得
て
、
立
派
に
卒

業
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

―  

新
入
生
代
表  

黒
沼
大
輝
さ
ん  

―

　

た
く
さ
ん
の
期
待
を
胸
に
入
学
式
を

迎
え
ま
し
た
。
将
来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
第

一
回
目
の
入
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。

　
期
待
を
胸
に
　
第
一
回
入
学
式

―  

須
藤
遥
央
さ
ん  

―

　

み
な
さ
ん

の
生
活
が
充

実
す
る
よ
う

応
援
し
て
い

き
ま
す
。
前

身
で
あ
る
両

校
の
伝
統
に

負
け
な
い
学

校
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
、
新
し
い
校
風
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　農業・商業・工業の学科が連携し、グローバルな視点に立った先進的な産業教育を
展開するため、機能的な施設やさまざまな設備が導入されています。

最新の優れた設備が導入された村山産業高校

緊張した表情の新入生たち

商業科で使用される最新設備が整った教室

太陽電池パネルの性能を測定する設備

バイオマスなどの再生可能エネルギー
を利用する施設

金属切削を学ぶ設備

全国技能五輪大会でも
使用される金属加工機械

６次産業化につながる技術を磨く加工機械

2014.5.1市民の友 むらやま3



六兵衛工房
　代表　西山孝二さん（富並）

　子どもたちはカレーが好きなので、米粉でカレーを作ればご
飯としてもカレーの材料としても米の消費が拡大されると考え
ました。小麦粉アレルギーの方も心配いらないですし、添加物
が入っていないため安心して食べてもらえます。
　私は、生産から加工まで、環境や健康など
食の安全を考えています。私の農業は、地球
環境の保全活動のひとつともいえます。 ま

ち
の
産
業
レ
ポ
ー
ト

村
山
市
が
誇
る
農
業
・
商
業
・
工
業
の
底
力
が
こ
こ
に
あ
る

Vol. 2

米
粉
か
ら
カ
レ
ー
ル
ー  

山
形
県
で
最
優
秀
を
受
賞

地元
産業
に

　こ
の人
あり
！

農業・商業・工業の分野で活躍する市内の方などをシリーズでご紹介します

　
六
兵
衛
工
房
で
は
、
米
の
生
産
か
ら

み
そ
や
カ
レ
ー
ル
ー
、
シ
チ
ュ
ー
ル
ー

の
開
発
、
製
造
す
る
六
次
産
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
玄
米
粉

と
み
そ
を
材
料
に
し
た
「
ま
い
る
ぅ
」

と
い
う
珍
し
い
無
添
加
の
カ
レ
ー
ル
ー

な
ど
を
製
造
し
、
ス
イ
ス
・
ツ
ェ
ル

マ
ッ
ト
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
人
気
メ

ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
西
山
さ
ん
は
、
有
機
栽
培
な
ど
の
環

境
保
全
型
農
業
に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、

平
成
十
九
年
に
第
一
回
元
気
の
出
る
米

コ
ン
ク
ー
ル
に
米
を
出
品
し
優
秀
賞
を

受
賞
。
当
時
、
環
境
保
全
型
の
農
業
に

取
り
組
む
農
家
は
な
か
っ
た
た
め
、
自

分
の
米
作
り
に
間
違
い
が
な
い
の
か
を

確
か
め
た
く
て
応
募
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
安
全
安
心
な
米

で
商
品
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
「
ま
い
る
ぅ
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
に
は
、

県
産
米
を
使
っ
た
米
粉
と
米
粉
食
品
の

消
費
拡
大
を
目
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
山

形
県
主
催
の
米
粉
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
ま
い
る
ぅ
」
カ
レ
ー
と
シ
チ
ュ
ー
が
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
で
評
判

　
三
十
年
前
に
東
京

都
で
西
山
さ
ん
の
親

戚
の
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
て
い
た
ジ
ュ

デ
ィ
ス
さ
ん
。
現
在
、

観
光
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
こ

の
カ
レ
ー
を
宣
伝
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ

ん
の
注
文
を
も
ら
え
た
そ
う
で
す
。

　
ジ
ュ
デ
ィ
ス
さ
ん
は
「
ス
イ
ス
で
は
健

康
食
が
ブ
ー
ム
で
、
こ
の
カ
レ
ー
は
と
て

も
好
評
で
す
。
最
近
は
、
日
本
の
ワ
サ
ビ

が
人
気
で
、
ま
い

る
ぅ
の
ワ
サ
ビ
カ

レ
ー
が
人
気
で
す
。

今
年
は
仕
入
れ
を

も
っ
と
増
や
す

予
定
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し

た
。

４月に西山さんの工房を訪れた
ジュディス・ステットラーさん

みそづくりを体験する
ジュディスさん

従業員の吉田由美子さん

　震災の影響で福島から実家の戸沢地域に来
ました。平成23年 ５ 月に六兵衛工房に勤め、
初めての仕事はトラクターの運転でした。農
業をしたことがなかったのでとても驚きまし
た。何もかもが初めての経験でしたが、現場
での仕事がとても楽しいです。今では、農作
業全般からみそづくり、配送まで担当をして
います。「まいるぅ」は、私が田植えから材
料となるみそづくりまで手掛けて頑張ってい
るので、自信を持って紹介できます。
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キャンペーンスタートまで

あと 日44

ＤＣ 山形デスティネーションキャンペーン
2014. 6. 14~9. 13

YAMAGATA destination campaign

　 ６月14日（土）から、県や市町村がJR
グループと連携して全国から誘客を図る、
日本最大規模の観光キャンペーン「山形
デスティネーションキャンペーン（Ｄ
Ｃ）」がはじまります。
問い合わせ

市商工観光課観光交流係　☎内線1５4
　

四
月
十
六
日
、
村
山
市
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
の
志
布
市
長
を

議
長
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
度
の
事

業
報
告
と
今
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
観
光
や
物
産
、
商
業
、

農
業
な
ど
、
四
十
七
団
体
と
三
個
人
で

構
成
。
ま
ち
な
か

で
利
用
で
き
る
ト

イ
レ
や
レ
ン
タ
ル

自
転
車
、
飲
食
店

の
夜
の
に
ぎ
わ
い

な
ど
、
観
光
客
を

迎
え
る
う
え
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
提
案

が
さ
れ
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
を
登
録
し
よ
う

　

山
形
Ｄ
Ｃ
の
期
間
中
に
本
県
を
訪
れ

る
お
客
さ
ま
が
、
山
形
の
美
し
さ
に
出

会
い
心
も
体
も
癒
さ
れ
る
旅
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
も
て
な
し
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個
人
や
職
場
、

団
体
な
ど
で
、
今
回
の
市
報
に
同
封
し

た
「
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
登
録
申
込

書
」
で
お
も
て
な
し
を
宣
言
し
、
お
客

さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

■
登
録
例

○�

観
光
客
を
見
か
け
た
ら
、
笑
顔
で
明

る
く
あ
い
さ
つ
し
ま
す
。

○
記
念
撮
影
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

○�

ゴ
ミ
を
見
つ
け
た
ら
、
拾
い
ま
す
。

○�

地
元
住
民
だ
か
ら
知
っ
て
い
る
「
お

す
す
め
の
お
店
」
や
「
穴
場
」
を
紹

介
し
ま
す
。

○
学
校
の
ま
わ
り
に
花
を
植
え
ま
す
。

○
修
学
旅
行
先
で
山
形
を
宣
伝
し
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
る
と
県
の
Ｄ
Ｃ
推
進
協
議

会
よ
り
、
認
定
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
「
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
」

は
、
山
形
Ｄ
Ｃ
の
特
設
サ
イ
ト
等
で
公

開
さ
れ
ま
す
。
市
商
工
観
光
課
へ
直
接
、

ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。（
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
も
可
）

郵
送　

〒995-8666　

村
山
市
中
央
一

丁
目
３
番
６
号

フ
ァ
ッ
ク
ス　

（53）
５
９
５
０

お
も
て
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

山
形
Ｄ
Ｃ
に
み
な
さ
ん
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
村
山
駅
ホ
ー
ム
で
、
音

楽
や
踊
り
な
ど
の
披
露
、
個
人
や
団
体

で
手
を
振
っ
て
観
光
客
を
温
か
く
お
出

迎
え
す
る
な
ど
、
お
も
て
な
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
期
間　

６
月
14
日
㈯
～
９
月
13
日

㈯
の
各
土
曜
日

主
な
対
象
列
車　

午
後
０
時
11
分
着
山

形
新
幹
線
つ
ば
さ
131
号　

　　　村山市デスティネーションキャンペーン実行委員

　観光案内人　高橋豊光さん（楯岡）

　案内人として、村山市を印象付けられ
る説明をしていきたいです。羽州街道の
歴史や居合神社の経緯など、インパクト
のある話しができるように頑張ります。

　村山駅に降り立ったときに見える風景や雰囲気がとて
も大好きです。上京して帰ってきたとき、ふるさとの穏
やかさがあり安心したことを覚えています。

私のおもてなし！
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お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

行
政
委
員
永
年
勤
続
者

■
楯
岡
地
域

須
藤　

智
信
（
南
新
町
・
８
年
）

大
場　

昱
夫
（
二
日
町
・
10
年
）

佐
藤　

敏
春
（
湯
沢
・
８
年
）

細
梅　

久
明
（
馬
場
・
５
年
）

高
梨　

正
剛
（
西
笛
田
・
18
年
）

■
西
郷
地
域

柴
田　

清
之
（
上
宿
・
８
年
）

柴
田　

和
廣
（
中
組
・
６
年
）

板
垣　

哲
夫
（
道
六
・
６
年
）

渡
邉　

忠
志
（
中
原
・
８
年
）

■
大
倉
地
域

齋
藤　

勝
男
（
新
山
・
６
年
）

■
冨
本
地
域

大
沼　

剛　

（
中
ノ
目
・
８
年
）

■
戸
沢
地
域

笹
原　

直
士
（
水
口
・
６
年
）

笹
原　

茂
規
（
稲
下
日
影
・
６
年
）

伊
藤　

瀬
市
（
稲
下
東
部
・
14
年
）

中
里　

安
夫
（
新
町
・
８
年
）

■
袖
崎
地
域

小
松　

薫　

（
土
生
田
１
・
６
年
）

交
通
安
全
功
労
者
市
長
表
彰

細
梅　

久
明
（
楯
岡
）

柴
田　

清
之
（
西
郷
）

佐
々
木　

峰
雄
（
袖
崎
）

防
犯
功
労
者
市
長
表
彰

佐
藤　

敏
春
（
楯
岡
）

渡
邉　

忠
志
（
西
郷
）

奥
山　

惣
司
（
戸
沢
）

障
害
者
相
談
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

障
害
者
相
談
員
は
障
が
い
者
ま
た
は

そ
の
保
護
者
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員

後
藤　

精
二
（
楯
岡
）

佐
藤　

廣
子
（
楯
岡
）

大
泉　

仙
二
（
西
郷
）

佐
藤　

秋
代
（
冨
本
）

井
上　

幸
雄
（
戸
沢
）

■
知
的
障
害
者
相
談
員

平　

由
利
子
（
楯
岡
）

原
田　

真
純
（
楯
岡
）

　市長が各地域を訪問し、地域のみ
なさんと意見交換をおこないます。
地域の話題について市長と直接語り
合い、村山市の将来を一緒に考えて
みませんか。みなさんのお越しをお
待ちしています。

■楯岡地域

日時　 ５月27日（火）午後 7時～
会場　甑葉プラザ��甑葉ホール
�対象地区は、五日町、十日町、晦日町、
二日町、鶴ヶ町、北町、湯沢、北楯、南楯、
大沢川、俵町、新高田、駅西

日時　 ５月29日（木）午後 7時～
会場　市民会館��小ホール
�対象地区は、新町、馬場、笛田、荒町
※楯岡地域の方は、どちらの会場に
　お越しいただいても構いません。

市長と語ろう「ふれあいトーク」
を開催します

生

活

福

祉

情

報

国
民
年
金
情
報

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の

ご
案
内

　

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
仲
間
同
士
の
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
身
体
障
が
い
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
は
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
主
な
活
動

◦�

市
（
県
）
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大

会
参
加

◦
県
（
国
）
の
福
祉
大
会
参
加　

な
ど

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
係
☎
内
線
143

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局
長

根
岸
力
夫
☎
（５５）
３
０
０
８

人
生
の
節
目
に
は
届
出
が

必
要
で
す

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
所
が
あ
る

20
歳
以
上
６0
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が

加
入
す
る
制
度
で
す
。
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
年
金
と
同
時
に
国
民
年
金
の
加

入
者
で
す
。
就
職
や
退
職
、
結
婚
な
ど

に
よ
り
、
国
民
年
金
の
加
入
の
種
別
や

保
険
料
の
納
め
方
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
都
度
忘
れ
ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ

い
。

次
の
場
合
は
市
役
所
に
届
出
を

◦�

学
生
や
自
営
業
な
ど
の
方
が
20
歳
に

な
っ
た
と
き
（
誕
生
日
前
に
日
本
年

金
機
構
よ
り
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
）

◦
６0
歳
前
に
会
社
を
や
め
た
と
き

◦
配
偶
者
の
健
康
保
険
の
扶
養
で
な
く

　

な
っ
た
と
き

定
例
年
金
相
談

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
寒
河
江

年
金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時
間
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

期
日　

５
月
９
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

市
商
工
会
館

問
い
合
わ
せ　

寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７
（84）
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
課
市
民
係
☎
内
線
112

（
敬
称
略
）
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楯岡地域 道　六 矢萩　次雄 下小路 渡邊　善夫 袖崎地域

南新町 丹野　幸一 ◎名　取　 板垣　秀麿 矢木沢 宮崎　良春 ◎本飯田 1 石川　眞一
中新町 伊藤　末治 中　原 板垣　幸一 山　際 軽部　孝 　本飯田 2 岩崎　亮
北新町 小座間　伸 清　水 矢萩一太郎 中ノ目 大沼　正 　本飯田 3東 須藤　孝三
五日町 安達　正憲 大　淀 太田　洋一 下荒敷 海老名俊美 　本飯田 3西 森　清志
十日町 戸田　紘義 長　島 佐藤　泰男 上荒敷 奥山　光義 　本飯田 4 齊藤　正行
晦日町 佐藤　榮司 　河島山 1 鈴木　隆利 北　山 宮林　徹 　本飯田 ５ 石川　栄作
二日町 穐葉　敏一 　河島山 2 浅野　信彌 上ノ宿 笹原　勝昭 　土生田 1 元木　浩二
鶴ヶ町 佐藤　勝雄 大倉地域 ○巾木田　 笹原　義一 ○土生田 2 阿部　登
北　町 池田　勝治 大　上 西山　眞 上仲宿 柏倉　誠 　土生田 3 淀川信一郎
湯　沢 鈴木　悟 ◎林　崎　 齋藤　一雄 下仲宿 笹原　勝美 　土生田 4 冨樫　源一
北　楯 齋藤　義明 金　谷 奥山　眞一 新　田 村岡　正夫 　土生田 ５ 安達　茂
南　楯 田中　正信 行　川 鈴木　勇夫 戸沢地域 　土生田 ６ 小室　清
馬　場 菊地　立 ○中　沢　 鈴木　達夫 本　郷 後藤　政好 　土生田 7 平山　敬一
大沢川 菊地　孝 新　山 齋藤　栄 水　口 齋藤　幸一 高　玉 倉金　満男
中笛田 津田　博 南　原 佐藤　通 松　倉 齋藤　眞悦 赤　石 阿部　淳一
北荒町 後藤　弘美 大久保地域 須　摩 齋藤　重光 五十沢 星野　弘一
中荒町 瀬川　敏明 楯下釜 朝烏　奉公 ◎樽石北　 卯野　實 大高根地域

南荒町 柴崎　勇 西　口 武田　澄雄 　稲下日影 井澤　清 　上深沢大林 高橋　亨
東新町 鈴木　侃 上　宿 石川　伸司 ○稲下北部 佐藤　誠一 下深沢 高橋　達夫

○俵　町　 菊池　茂 新　宿 皆川　富一 　稲下中部 大地　誠二 道　田 板垣　直敏
西笛田 関澤　和久 下　宿 井澤正三郎 　稲下南部 井上　信 楯 高橋　利男
東笛田 佐藤　善彦 平　野 奥山　勝義 　稲下東部 高橋　秀雄 外　宿 石澤　宗雄
南笛田 仲野　正男 ◎北　口　 細矢　清隆 反　田 高橋　一利 平　林 工藤　正守

◎新高田　 榎本　常治 水　南 片桐　清治 沖 川越二三年 上中原 石澤　祐一
駅　西 高橋　勲 ○　東　　 芦野　進 驚　滝 青柳　稔 下中原 高橋　廣之

西郷地域 門　前 松村　勇 船　橋 奥山　惣司 里 増川　俊悦
碁　点 結城　正 河原前 芦野　利弘 共　栄 奥山　滿 ◎　森　　 西川　孝士
浦 高橋　政明 下　原 高谷　博 　土海在家 青柳　章夫 小　滝 矢作　和雄

中　条 須藤　正義 上　原 五十鈴川清 北　畑 金子　時男 境ノ目 黒沼　俊悦
宿 須藤喜志雄 冨本地域 弓　田 小野　光彦 中　山 生亀　力

上　宿 大場　大作 楯 笹原　敏雄 新　町 細谷　良一 大谷地 狩野　嗣男
乙　宿 矢口　悦男 宝 小林　德雄 新　田 大沼　正道 新　西 伊藤　勝悦
中　組 柴田　靜雄 天　神 石井　照治 宮下 1 星　克巳 下小屋 井上　政美

○下　組　 滝田　文男 ◎上久保　 石井　正市 宮下 2 中里　俊雄 ○大石赤岩 井上　清
浮　沼 板垣　誠 下久保 石井　知征 大鳥居 佐藤　和幸

行政委員を委嘱
　 4月 1日付で新しい行政委員を委嘱しました。（敬称略）
地区名の前に◎のついている方は各地域の正代表、○は副代表です。
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出
会
い
　

子
育
て
応
援
情
報

　

市
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
実

施
予
定
の
新
し
い
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
の
た
め
、
平
成
二
十
五
年
十
一

月
に
「
村
山
市
子
育
て
支
援
事
業
に
関

す
る
調
査
（
ニ
ー
ズ
調
査
）」
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
調
査
票
は
二
種
類
作
成
。

調
査
対
象
は
就
学
前
児
童
一
、
一
〇
五

人
と
小
学
生
児
童
（
小
学
一
年
生
か
ら

三
年
生
）
六
〇
〇
人
の
保
護
者
で
一
、

七
〇
五
人
が
対
象
で
す
。
回
収
率
は
就

学
前
児
童
が
六
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

小
学
生
児
童
が
七
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

で
し
た
。

調
査
対
象
世
帯
の
現
状

　

調
査
対
象
世
帯
の
子
ど
も
の
人
数
は

二
人
が
最
も
多
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

条
件
が
整
え
ば
違
う
地
域
に
住
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
が
就
学
前
児
童
は
三

八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
小
学
生
児
童
は

三
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
多
く
、
そ

の
理
由
は
「
雪
が
多
く
て
大
変
」「
子

ど
も
が
少
な
す
ぎ
る
」「
買
い
物
に
不

便
」「
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
な

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
子
育
て
を
楽
し
め
る
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
応
援
し

ま
す
。
市
福
祉
事
務
所
子
ど
も
福
祉
係
／
子
育
て
推
進
係
☎
内
線
149
・
159

子
育
て
支
援
事
業
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

い
」
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
子
育
て
支
援
環
境
へ
の
満
足
度

も
「
や
や
満
足
＋
満
足
」
よ
り
も
「
や

や
不
満
＋
不
満
」
が
大
き
く
上
回
り
、

平
均
値
も
「
普
通
」
よ
り
低
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
帯
の
人
口
流
出
を
防
ぐ
に

は
早
急
な
生
活
環
境
や
子
育
て
支
援
環

境
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
環
境
に
つ
い
て

　

家
庭
で
の
主
な
保
育
者
の
状
況
は
、

「
父
母
と
も
に
」
が
半
数
以
上
を
占

め
、
次
い
で
「
主
に
母
親
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
子
育
て
に
影
響
を
与
え
る
と

思
う
環
境
に
つ
い
て
は
第
一
が
「
家

庭
」、
次
い
で
「
保
育
園
」「
幼
稚
園
」

で
し
た
。
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
手
は
、

「
祖
父
母
等
の
親
族
」
や
「
友
人
や
知

人
」
が
多
く
、
公
的
な
相
談
窓
口
な
ど

は
利
用
し
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
家
庭
で
子
育
て
が
で
き
る
こ

と
は
子
ど
も
の
幸
せ
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
公
的
な
情
報
が

行
き
届
き
、
相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く

り
も
重
要
で
す
。

就
労
状
況
と
保
育
サ
ー
ビ
ス

　

母
親
の
就
労
は
「
フ
ル
タ
イ
ム
や

パ
ー
ト
等
」
が
就
学
前
児
童
で
七
割
近

く
、
小
学
生
児
童
で
八
割
近
く
お
り
、

共
働
き
世
帯
が
大
変
多
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
ま
た
「
週
六
日
以
上
の
勤

務
」
も
二
割
近
く
い
ま
し
た
。
一
方
、

父
親
は
、「
フ
ル
タ
イ
ム
」
が
九
割
弱

と
な
っ
て
お
り
、「
週
六
日
以
上
の
勤

務
」
も
四
割
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
保
育
園
や
認
定
こ
ど

も
園
、
幼
稚
園
の
あ
ず
か
り
保
育
、
病

児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
利
用
を
希
望

す
る
声
が
増
え
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
独
自
で
実
施
し
て
い
る
児

童
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
保
育
が
新
制
度

の
対
象
に
入
ら
な
い
た
め
、
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
移
行
な
ど
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て

保
育
の
形
態
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ

い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

あ
つ
ま
れ
！

�

元
気
キ
ッ
ズ

　

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童

保
育
所
）
を
七
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

ま
す
。

第
一
回
　
た
て
や
ま
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

　

楯
岡
地
域
と
大
倉
地
域
の
小
学
生
を

対
象
と
し
、
約
百
四
十
人
の
児
童
が
四

つ
の
ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
「
昼
間
の
兄

弟
」
と
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
毎
日

の
遊
び
に
け
ん
玉
を
取
り
入
れ
た
り
、

だ
ん
ご
さ
し
や
節
分
な
ど
地
域
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
お
こ
な
う
伝
統
文
化
の

伝
承
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

み
ん
な
で
育
て
た
野
菜
を
使
っ
た
手
作

り
お
や
つ
も
大
好
評
で
す
。

　

運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ン
ド
セ
ル

（
元
木
朗
博
理
事
長
）
が
市
の
委
託
を

受
け
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ＮＰＯ法人ランドセル

� 会員募集

　放課後児童クラブを運営し
ているNPO法人ランドセル
では、法人の事業計画・運営
に関わってくれる会員を募集
します。
年会費　1,000円
問ランドセル事務局
☎（５５）7710

学童保
育
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出会い・子育て応援情報

質
問
者　

計
画
骨
子（
計
画
の
方
向
性
）

が
ま
と
ま
り
市
長
に
答
申
と
い
う
段
階

ま
で
来
ま
し
た
が
、
審
議
会
に
参
加
し

て
ど
う
で
す
か
。

佐
藤
会
長
代
理　

こ
の
審
議
会
の
委
員

に
な
れ
た
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
え
る
く

ら
い
に
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。
ど
ん

な
に
小
さ
な
意
見
も
全
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
み
ん
な
で
検
討
し
高
め
合
い
な
が

ら
よ
り
良
い
提
言
が
で
き
る
よ
う
審
議

が
重
ね
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
計
画
の
施
策
を
一
つ
ひ
と
つ
見
直
し
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
委
員
全
員
が
意
見

を
出
し
合
い
、
集
約
し
、
新
し
い
計
画

に
反
映
さ
せ
る
作
業
を
し
ま
し
た
。
二

月
に
お
こ
な
っ
た
「
わ
い
わ
い
知
恵

袋
」
も
画
期
的
な
試
み
で
し
た
。

質
問
者　

大
変
な
作
業
で
す
ね
。

佐
藤
会
長
代
理　

意
見
公
募
や
ニ
ー
ズ

調
査
な
ど
を
も
と
に
子
育
て
推
進
本
部

で
背
骨
を
組
ん
で
も
ら
い
、
審
議
会
が

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
必

要
な
骨
を
継
ぎ
足
し
て
い
き
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
調
査
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い

も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
奥
山
優
佳
先
生
（
東
北
文
教

大
学
准
教
授
）
か
ら
も
適
切
な
助
言
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
審
議
会

で
は
最
終
的
に
「
こ
れ
は
誰
の
た
め
の

計
画
な
の
か
」
に
立
ち
返
り
、
も
う
一

度
深
く
見
直
し
ま
し
た
。

質
問
者　

計
画
骨
子
の
特
長
は
。

佐
藤
会
長
代
理　

村
山
ら
し
さ
が
一
番

表
れ
て
い
る
の
は
、
人
の
温
か
さ
で
す
。

そ
し
て
し
っ
か
り
見
届
け
る
と
い
う
責

任
の
大
切
さ
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
計
画
の
骨
格
の
奥
に
ポ
ッ
と
灯

る
温
か
い
ハ
ー
ト
を
見
つ
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

未
来
に
つ
な
ぐ
Vol.10

　

市
は
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
推
進

審
議
会
で
新
し
い
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
に
向
け
協
議
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

計
画
骨
子
に
つ
い
て
審
議
会
の
佐
藤
千
津
会
長
代
理
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

５月の親子交流イベント・講座�５月の親子交流イベント・講座�
◇…問親子交流ひろば（甑葉プラザ内）☎（５3）0901
◆…問子育て支援センターぐんぐん（戸沢保育園内）☎（５６）2002

市ホームページ http://www.city.murayama.lg.jp/
※記載がない場合、会場は親子交流ひろば

※FAX兼用、子育て相談もできます 　　　

◇ひだまり保健室　身長･体重の測定ができます。
日時　 8日（木）午前10時30分～11時

◇ファミサポ研修会
　ファミリー・サポート・センター協力会員が対象です。
日時　10日（土）午前10時～11時
講師　小室けい子氏

◇Babyママカフェ　事前申込みが必要。
　 ６ か月までの赤ちゃんとお母さんが対象。赤ちゃんは身
長・体重測定、お母さんには飲み物を準備します。楽しくみ
んなでカフェしましょう。
日時　1６日（金）午前10時30分～11時30分

◇ロンパーカーの日
　なかよしルームを開放して乗用玩具で遊べます。
日時　20日（火）午前 9時30分～11時30分

◇オリジナル缶バッチをつくろう
　お子さんの写真を持って遊びに来ると缶バッチにします。
日時　22日（木）午前 9時30分～11時

◇５月生まれのお誕生会　事前申込みが必要。
　先着1５組程度。誕生月でないお友達も参加できます。
日時　28日（水）午前11時1５分～正午

◆出前保育　未就園児の親子が対象。
　保育施設で遊んだり子育ての相談などができます。
期日と会場

8 日（木）大高根児童センター
13日（火）ひばり保育園（楯岡北町）
28日（水）ちぐさ児童センター（大久保）
時間　午前 9時30分～11時30分

◆ぐんぐん広場　未就学児の親子が対象。
　遊びの広場です。どちらの地域の方でもどうぞ。終了後、
持ち寄ったお弁当を食べながら交流することもできます。
期日　10日（土）、24日（土）
会場　戸沢保育園
時間　午前 9時30分～正午

2014.5.1市民の友 むらやま9



公共施設に太陽光発電設備と蓄電池を整備

　市は、国予算による県市町村防災拠
点施設再生可能エネルギー導入促進事
業を活用し、防災拠点施設への太陽光
発電設備と蓄電池の設置を進めていま
す。このたび、楯岡中学校と農村環境
改善センターに設置しました。両施設
とも冬期間の発電ができるよう、太陽
光パネルを壁面に設置しています。

問い合わせ

市環境課環境係

☎内線 244

環境都市むらやまを目指して

環境☆市民の広場

農村環境改善センター　パネル5.71kw 蓄電池3.2kwh

楯岡中学校　パネル10kw 蓄電池15kwh

資源回収を

支援しています

　市は、子ども会や小中学校、地域団体がおこ
なう資源回収に対し、報償金制度による支援を
しています。新たに予定される団体はお問い合
わせください。継続する団体には市から申請書
を送付します。資源回収はどなたでも参加でき
るリサイクル活動です。適正な分別と回収で資
源の有効活用にご協力をお願いします。
■支援内容

◦ 1団体あたり年間５,000円
◦紙類（新聞紙、雑誌、ダンボール、雑紙）の
　売払金が 1㎏あたり 3円未満の場合の補てん

不法投棄110番
村山総合支庁環境課　廃棄物対策担当
☎023(621)8427

廃棄物の不法投棄は犯罪です

　 ５月 1日から ６月 ５日は「不法投棄およ
び漂着ごみ削減強化月間」です。
　廃棄物の不法投棄や不適正な処理を見か
けた場合は、下記の不法投棄110番か市環
境課、各地域市民センターへご連絡くださ
い。その際、投棄者名や車両番号などが分
かると早期解決につながります。みんなで
不法投棄を撲滅しましょう。

南側の壁に
設置しました

2014.5.1市民の友 むらやま 10



Murayama
　　　　　topics
-まちの話題-

ぼくもわたしも交通安全

　村山市交通安全の誓いが 4月11日、
楯岡小学校でおこなわれました。参加
したのは楯岡小 2年生8５人と楯岡、大
倉地域老人クラブ連合会の会員32人。
児童から老人クラブ代表の靴に反射材
を貼り、老人クラブ側から児童には交
通戦隊アンゼンジャーのシールやペン
ライトなどをプレゼント。最後に参加
者全員で安全横断 ５則を確認しました。

地区民みんなで防災の意識を

　戸沢・樽石地区で 4月13日、村山市防災訓練が
おこなわれました。樽石地区自主防災会、戸沢地
区婦人消防クラブなど約340人が参加。初期消火
訓練、倒壊家屋救助訓練など19項目の訓練をきび
きびとこなしました。松田裕樽石地区自主防災会
長は「被害が大きいほど自分や家族の命、地域の
財産を守るのは自分たち。貴重なこの訓練を今後
につなげていきたい」と話し、自助、共助の防災
意識を再確認していました。

園児が交通安全を呼びかけ

　 4月 4日、市農村環境改善センターで春の
交通安全県民運動の出発式がおこなわれ、村
山警察署や村山地区交通安全協会などの関係
団体から約100人が集まりました。また、楯
岡幼稚園の園児31人も参加し、岩崎蒼馬くん
と松田沙羅ちゃんへ荘内銀行（伊藤栄司楯岡
支店長）から横断旗が贈呈されました。園児
たちは「みなさん、交通安全をお願いしま
す」と呼びかけ、横断旗のお礼に、歌に合わ
せた踊りを披露してくれました。

　 4月13日、第44回の徳内登山がおこなわれま
した。県内外から約90人が参加し、残雪を踏み
しめながら甑岳に登頂しました。鳥海山までも
眺められる晴天の中、山頂では、参加者全員で
山形県民歌を斉唱。参加者からは「山岳隊のメ
ンバーから先発隊として安全に登れるように
ロープを設置してもらい、雪面に色をつけてく
れたおかげで安心して登ることができました」
と感謝の声が上がっていました。

キラキラ輝く雪を踏みしめ　徳内登山
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Murayama

 Information

お知らせ

☎（55）2111 Ｆ（55）6443

informationinformation

農地の売買・転用には
農業委員会の許可が必要です

問市農業委員会農地農政係　☎内線2６1・2６2
　農地の売り買いや貸し借り、宅地などへ転用
する場合は許可が必要です。無許可でおこなう
と農地法違反となり罰則があります。詳しくは
お問い合わせください。
許可が必要なもの

■耕作するための農地の売買や賃借をする場合
（農地法第 3条）
■自分の農地を自ら宅地などへ転用する場合
（農地法第 4条）
■�他人の農地を買ったり借りたりして、宅地な
どへ転用する場合（農地法第 ５条）

届出が必要なもの

■�面積200㎡未満の自分の農地に農業用施設を
建てる場合
■生産性を上げるために盛土等をする場合
　�※2５日までに受け付けたものを翌月の委員会
総会で審議します。
◎遊休農地の解消に助成します

　遊休農地を解消するため、農地の借り手に対
して、抜根、整地、耕うんなどの費用の一部を
助成します。なお、助成件数が限られています。
対象者　農用地利用集積計画または農地法 3条
に基づいて、賃借権を ６年以上設定した方
助成額　10アールあたり上限 4万円

ワンクリック詐欺にご注意ください

問消費生活相談窓口　☎直通電話（５５）2123
（不在時は市民課　☎内線114まで）
　ワンクリック詐欺とは、パソコンや携帯電話
等で認証ボタンや画像などをクリックしただけ
で、勝手に入会させられ利用料を請求されるこ
とを言います。最近では、一般的な情報系サイ
トやブログなどでも使われています。ワンク
リック詐欺サイトの目的は、もっともらしい言
葉で脅しをかけて、お金を振り込んでもらうこ
とです。
　気軽にリンク先に入り込んだり、認証ボタン
をクリックすることは控えましょう。また、万
が一、請求画面が出たとしても相手業者に電話
をしたり、確認のメールを送ったりすることは、
相手に自分の連絡先を伝えてしまうことになる
ので注意しましょう。

成人向け風しん抗体検査、
予防接種の助成

問市保健課健康指導係　☎内線137
　希望者は市保健課に申請し、受診券の交付後
に市内の医療機関を予約してください。詳しく
はお問い合わせください。
■対象者
　予防接種歴が 2回ある方、風しんにかかった
ことがある方は除きます。
①�妊娠を希望している19～５0歳の女性（妊娠し
ている方は除く）
②�妊娠を希望している19～５0歳の女性（抗体価
が不十分な方）の夫および同居家族
③�妊婦（抗体価が不十分な方または妊娠初期の
妊婦健診結果判定前の方も含む）の夫および
同居家族

実践型地域雇用創造事業セミナー情報

問市地域雇用創造推進協議会事務局
（甑葉プラザ内）　☎（５2）3181　Ⓕ（５3）0５20
■求職者・起業者向けの無料個別相談会
期日　 ５月10日（土）、21日（水）、28日（水）
時間　午前 9時～午後 4時
会場　甑葉プラザ　 2 階　ラウンジ

村山市農業委員会委員選挙

問市選挙管理委員会事務局　☎内線401
　市選挙管理委員会が 4月23日に開かれ、農業
委員会選挙の日程が次のように決まりました。
告示日　 7月 ６日（日）
投票日　 7月13日（日）

空間放射線量測定結果

問市環境課環境係　☎内線244
　いずれの測定地点でも人体に影響がない数値
で心配ありません。
■県モニタリング計画による測定
測定日　 4月 2日（水）結果　0.01～0.08μSv/h
■廃棄物搬入施設周辺の測定
測定日　 4月 2日（水）結果　0.0６～0.08μSv/h
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informationinformation

臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

国
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ

る
低
所
得
者
お
よ
び
子
育
て
世
帯
へ
の

負
担
増
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に

消
費
の
下
支
え
を
図
る
観
点
か
ら
２
つ

の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
平
成
2６
年

１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所
が
あ
る

方
の
中
で
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

方
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
の

方
に
は
、
７
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。

申
請
受
付
期
間（
予
定
）　

７
月
中
旬
～

10
月
中
旬

■
臨
時
福
祉
給
付
金

問
市
福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
係�

☎
内
線
147

　

所
得
の
低
い
方
の
負
担
を
緩
和
し
ま

す
。

対
象
者　

平
成
2６
年
度
分
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

支
給
額　
１
人
に
つ
き
１
０
、
０
０
０
円

（
老
齢
基
礎
年
金
等
受
給
し
て
い
る
方

に
は
５
、
０
０
０
円
加
算
）

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

問
市
福
祉
事
務
所
子
ど
も
福
祉
係

�

☎
内
線
142

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
緩
和
し
ま
す
。

対
象
者　

臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給
し

な
い
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
方

（
所
得
制
限
あ
り
）

支
給
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
０
、

０
０
０
円

水
道
・
下
水
道
工
事
業
者
の
指
定

問
市
水
道
課
業
務
係 

☎
内
線
181

問
市
環
境
課
庶
務
係 

☎
内
線
241

　

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
お
よ

び
市
指
定
下
水
道
工
事
店
に
次
の
業
者

を
指
定
し
ま
し
た
。

■
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
工
業
株
式
会
社（
新
庄
市
）

�

☎
０
２
３
３
（23）
５
９
６
０

労
働
者
の
た
め
の
融
資
制
度

問
市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

 

☎
内
線
153

　

働
く
み
な
さ
ん
を
応
援
す
る
融
資
制

度
で
す
。
利
用
希
望
者
は
、
東
北
労
働

金
庫
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

東
北
労
働
金
庫
村
山
支
店

�

☎
（５５）
５
１
１
５

■
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

　

人
材
育
成
と
県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た

め
の
教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
修
学
終
了
後
に

県
内
で
就
職
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の

利
子
に
対
し
、
元
金
３
０
０
万
円
を
限
度

と
し
て
教
育
基
金
協
会
の
利
子
補
給
（
年

２
・
０
％
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

資
金
の
使
途　

大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
学
校
・
専
門
学
校
等
で
修
学
す
る
た

め
の
学
資
資
金
お
よ
び
生
活
資
金

融
資
額　

１
、
０
０
０
万
円
以
内

金
利　

年
２
・
５
０
％
～
３
・
６
５
％

（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
み
）

返
済
期
間　

10
年
以
内

※
９
月
末
ま
で
に
融
資
実
行
の
方
は
、

在
学
期
間
中
、
元
金
の
返
済
を
最
長
６

年
間
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
生
活
応
援
ロ
ー
ン

　

融
資
制
度
の
な
い
会
社
や
商
店
に
１

年
以
上
勤
務
す
る
方
が
対
象
で
す
。
市

と
東
北
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低
金
利

で
生
活
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

資
金
の
使
途　

大
型
家
電
や
自
動
車
等

の
購
入
資
金
、
教
育
資
金
、
冠
婚
葬
祭

費
な
ど
の
生
活
全
般

融
資
額　

２
０
０
万
円
以
内

金
利　

２
・
６
０
％
（
保
証
料
込
み
）

返
済
期
間　

７
年
以
内

■
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

　

市
内
在
住
の
労
働
者
が
東
北
労
働
金

庫
か
ら
住
宅
建
設
資
金
の
融
資
を
受
け

た
場
合
に
、
市
が
利
子
補
給
し
ま
す
。

対
象　

住
宅
の
新
築
・
増
築
・
改
築
、

分
譲
ま
た
は
中
古
住
宅
の
購
入
、
住
宅

建
設
用
地
の
購
入

補
給
期
間　

５
年
以
内

※
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

問
市
農
林
課
農
村
林
務
係 

☎
内
線
255

　

緑
の
募
金
は
身
近
な
環
境
の
緑
化
か

ら
、
森
林
の
整
備
、
緑
の
普
及
啓
発
活

動
な
ど
の
緑
化
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
、

市
で
は
小
中
高
校
の
環
境
緑
化
活
動
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
募
金
箱
は
市
役
所
、

甑
葉
プ
ラ
ザ
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
お
立
ち
寄
り
の

際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
告

桜坂様　市民の友５月１日号デザイン

広
告
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５
月
12
日
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
で
す

問
市
福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
係

 

☎
内
線
141

　

広
げ
よ
う　

地
域
に
根
差
し
た

�

思
い
や
り

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
相
談
相
手

で
す
。
福
祉
制
度
の
紹
介
や
関
係
機
関

と
の
つ
な
ぎ
役
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

問（
一
財
）市
体
育
協
会

 

☎
(56)
３
３
７
７

■
ワ
ッ
ク
ス
清
掃
の
た
め
休
館
し
ま
す

　
こ
の
期
間
、体
育
館
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

休
館
期
間　

５
月
2６
日
㈪
～
28
日
㈬

■
市
民
体
育
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
放

　

市
民
体
育
館
で

競
技
、
大
会
等
の

予
定
が
入
っ
て
い

な
い
日
は
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
無
料
で

開
放
し
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
と
し
て
み
な
さ
ん

の
体
力
維
持
、
健
康
づ
く
り
に
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
場
合
は
窓
口
で
利
用
申
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
可
能
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
８

時
30
分

困
り
ご
と
・
相
談
・
募
集

困
り
ご
と
・
相
談
・
募
集

市
民
行
政
相
談

問
市
民
課
市
民
係 

☎
内
線
112

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
８
日
㈭

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

会
場　

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

北
村
山
公
立
病
院
嘱
託
職
員
募
集

問
北
村
山
公
立
病
院 

☎
(42)
２
１
１
１

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
種　

薬
剤
師

募
集
人
数　

１
名

勤
務
日
お
よ
び
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
1５
分

県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

問
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３（
６
３
０
）３
２
３
７

対
象　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

申
込
期
限　

５
月
30
日
㈮

講
座
・
催
し
な
ど

講
座
・
催
し
な
ど

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

問
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

 

☎
(54)
２
３
２
０

　

希
望
者
は
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
ど
ち
ら
も
４
名
未
満

の
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
ワ
ー
ド
教
室

　

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で
電
源
の
入
れ
方

か
ら
文
書
の
つ
く
り
方
ま
で
基
本
的
な

操
作
を
学
び
ま
す
。

開
催
日　

５
月
23
日
㈮
～
６
月
13
日
㈮

の
毎
週
月
曜
、水
曜
、金
曜
日（
全
10
回
）

昼
コ
ー
ス　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

夜
コ
ー
ス　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
大
久
保
）

定
員　

各
回
10
名

受
講
料　

１
０
、
０
０
０
円

申
込
期
限　

５
月
12
日
㈪

■
エ
ク
セ
ル
入
門
教
室

　

文
字
入
力
が
で
き
る
方
で
エ
ク
セ
ル

を
使
っ
た
操
作
が
初
め
て
の
方
が
対
象

で
す
。

開
催
日　

７
月
４
日
㈮
～
８
月
５
日
㈫

の
毎
週
火
曜
、
金
曜
日
（
全
10
回
）

昼
コ
ー
ス　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

夜
コ
ー
ス　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
大
久
保
）

定
員　

各
回
８
名
程
度

受
講
料　

１
０
、
０
０
０
円

申
込
期
限　

６
月
９
日
㈪

四
季
の
あ
ず
だ
す
料
理
教
室

問
甑
葉
プ
ラ
ザ 

☎
(52)
３
５
３
１

　
「
食
の
記
憶
あ
ず
だ
す
」
を
テ
キ
ス

ト
に
、
季
節
に
合
わ
せ
て
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
郷
土
料
理
を
楽
し
む
会

や
市
食
生
活
改
善
推
進
員
の
み
な
さ
ん

が
指
導
し
ま
す
。（
全
４
回
）

広
告

広
告

農産物直売所

「まごころ広場」
レジ店頭　080(1816)0246

季節の野菜・果物・山菜を
貴方の食卓でご賞味ください

informationinformation
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開
催
日　

５
月
31
日
㈯
、
８
月
９
日
㈯
、

10
月
2５
日
㈯
、
12
月
13
日
㈯

開
催
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
調
理
実
習
室

参
加
費　

２
、
０
０
０
円

定
員　

先
着
24
名

申
込
期
限　

５
月
1６
日
㈮

男
の
料
理
を
学
び
ま
せ
ん
か

問
市
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

 

☎
(53)
３
２
７
７

　

男
性
を
対
象
に
し
た
料
理
教
室
で
す
。

開
催
日
・
内
容　
６
月
８
日
㈰
・
天
ぷ

ら
の
揚
げ
方
、
そ
ば
打
ち
体
験　

８
月
中

旬
・
夏
野
菜
の
漬
物　

11
月
上
旬
・
旬
の

魚
を
さ
ば
く　
２
月
中
旬
・
肉
料
理

時
間　

午
後
１
時
30
分
～

会
場　

市
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

参
加
費　

３
、
０
０
０
円
（
食
材
の
実

費
負
担
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

定
員　

先
着
20
名

申
込
期
限　

５
月
29
日
㈭

初
級
手
話
教
室

問
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
(53)
９
１
２
３

　

手
話
に
興
味
、
関
心
の
あ
る
方
、
こ

の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
小
学

生
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

６
月
６
日
㈮
～
11
月
21
日
㈮

の
隔
週
金
曜
日
（
全
13
回
）

時
間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限　

５
月
23
日
㈮

八
手
会
の
草
木
展

問
和
泉
良
三 

☎
(53)
３
１
７
９

　

会
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
山
野
草

を
展
示
し
ま
す
。

期
日　

５
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
18
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場　

市
民
会
館
１
階
ホ
ワ
イ
エ

入
場
料　

無
料

北
村
山
吹
奏
楽
団

グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
４

問
☎
０
９
０（
７
７
９
０
）７
０
８
０ 

（
岡
村
）

　

楽
し
い
吹
奏
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

無
料
託
児
所
を
準
備
し
ま
す
。
希
望
の

方
は
５
月
18
日
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　

６
月
１
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

３
０
０
円
（
高
校
生
以
上
）

演
奏
曲　

セ
ン
ト
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
、

コ
パ
カ
バ
ー
ナ
な
ど

お
や
じ
日
本
山
形
代
表

和
田
英
光
氏
講
演
会

問（
公
社
）村
山
法
人
会 

☎
(55)
２
５
５
５

　

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
参
加
費
無
料
）

期
日　

５
月
27
日
㈫

時
間　

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

花
の
湯
ホ
テ
ル
（
東
根
市
）

演
題　

今
、
原
点
に
戻
る

県
看
護
協
会
の
「
健
康
ま
つ
り
」

問
㈳
県
看
護
協
会

 

☎
０
２
３（
６
８
５
）８
０
３
３

　

直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

５
月
17
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

県
看
護
協
会
会
館
（
山
形
市
）

内
容　

各
種
測
定
、
相
談
、
体
験
、
講

話
な
ど

参
加
費　

無
料

全
国
育
樹
祭
式
典
参
加
募
集

問
県
全
国
育
樹
祭
推
進
室

 

☎
０
２
３（
６
３
０
）３
２
８
２

問
市
農
林
課
農
村
林
務
係 

☎
内
線
256

　

申
込
書
は
市
農
林
課
、
各
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

開
催
日　

10
月
12
日
㈰

会
場　

山
形
県
遊
学
の
森
（
金
山
町
）

応
募
期
限　

５
月
30
日
㈮

陸
上
自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

使
用
予
定
（
５
月
分
）

問
神
町
駐
屯
地 

☎
(48)
１
１
５
１

練
成
訓
練
＝
１
日
㈭
、
２
日
㈮
、
５
日

（
月
・
祝
日
）～
９
日
㈮
、
12
日
㈪
～
1６

日
㈮
、
19
日
㈪
～
23
日
㈮
、
2６
日
㈪
～

30
日
㈮

ヘ
リ
離
着
陸
訓
練
＝
１
日
㈭
、
２
日
㈮
、

５
日（
月
・
祝
日
）～
９
日
㈮
、
12
日
㈪

～
1６
日
㈮
、
19
日
㈪
～
23
日
㈮
、
2６
日

㈪
～
30
日
㈮

広
告

平成27年１月オープン予定　スタッフ募集

職種 資格 募集人員

相談職員 社会福祉主事 １

介護支援専門員 介護支援専門員 １

看護職員 看護師・准看護師 ４

管理栄養士 管理栄養士・栄養士 １

介護職員 ホームヘルパー２級・介護福祉士 10

臨時職員 ホームヘルパー２級・介護福祉士 10

パート職員 無資格可 ５

応募方法　千宏会袖崎準備室に履歴書を提出（郵送可）

　　　　書類選考後、面接日・面接場所を連絡します。

　　　　詳しくはお気軽にお電話ください。

待　遇　当法人規定に準じます。年間休日102日、賞与 2回

勤務地　村山市土生田260番地（旧袖崎中学校跡地）

応募先　社会福祉法人千宏会

　　　　介護老人保健施設ローズむらやま内

　　　　地域密着型特別養護老人ホーム袖崎開設準備室

　　　　☎（52）3020　村山市大字本飯田字柳堤2486-65

地域密着型特別養護老人ホーム・小規模多機能型居宅介護施設袖崎

informationinformation
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さくらんぼサポーター受入農家を募集

問市農林課農業振興係　☎内線2５4
　さくらんぼサポーター事業は、都市部にお住
まいで農業に関心のある方や自然の中で農作業
を体験してみたい方と、さくらんぼの収穫・選
別・箱詰め作業等の手助けを必要としている農
家を結びつける援農事業です。サポーターの方
を受け入れていただける農家の方を募集します。
農家の方には、作業報酬の代わりにサポーター
の宿泊費を負担していただきます。さくらんぼ
収穫の忙しい時期に作業を手伝ってもらいなが
ら、サポーターの方と交流してみませんか。
受入予定期間　 ６月中旬～ 7月上旬
申込期限　 ５月28日（水）

真下慶治記念美術館へおいでください

問真下慶治記念美術館　☎（５2）319５
■企画展示室　菅原真理子　キルト展

　酒田でキルトサークルを主宰する菅原真理子
氏の作品を展示します。
期間　 ５月1５日（木）～ ６月17日（火）
■ワークショップ「薔薇ポーチ製作」限定15名

　この機会に自分オリジナルのポーチをつくっ
てみませんか。
日時　 ６月 8日（日）午後 1時～
講師　菅原真理子氏
参加費　2,000円
■新緑コンサートIN大淀

　爽やかな五月の風になり

日時　 ５月11日（日）午後 2時開演
出演　男声四重唱「ア・ラ・クァルテット」
曲目　�ムーンリバー、手のひらを太陽に、最上

川舟歌、おお、シャンゼリゼ　ほか
チケット　1,000円（入館料・コーヒー付）
開館時間　午前 9時～午後 ５時
　　　　　（入館は午後 4時30分まで）
休館日　水曜日
入館料　大人300円、小・中学生1５0円

５月18日はモンテディオ山形
村山市応援デー

問市生涯学習課スポーツ振興係　☎内線334
　 ５ 月18日は、ホームで松本山雅ＦＣと対戦し
ます。市内に在住または勤務する方は、バック
スタンド席を1,５00円（当日券の半額）で観戦
できます。高校生以下には無料整理券をお渡し
します。割引券等を希望する方は、身分証明書
を持参し申し込んでください。
日時　 ５月18日（日）午後 1時～（キックオフ）
会場　ＮＤソフトスタジアム（天童市）
前売券販売所　市生涯学習課、市民体育館、
　　　　　　　道の駅むらやま

第52回葉山市民登山にどうぞ

問（一財）市体育協会　☎（５６）3377
　葉山の雄大な自然に触れながら残雪を踏みし
め山頂（1,4６2メートル）を目指してみませんか。
希望者は参加料を添えて申し込んでください。
当日の申し込みはできません。
期日　 ６月 8日（日）
集合時間　午前 7時（午後 4時頃下山予定）
■コースを選んでください

岩野コース　葉山林間キャンプ場集合
※寒河江市経由で集合してください。
山の内コース　大鳥居バス停前集合
定員　各コース５0名
参加料　1,000円（保険料等）
申込期限　 ５月30日（金）

休日診療所　☎（55）2972
診察日　日曜日、祝日、休日
診察時間　9:00～12:00　13:00～1６:00
会場　市保健センター

夜間診療所　☎（43）2120
診察日　毎週土曜日（祝・休日は除く）
診察時間　18:00～21:00
会場　東根市休日診療所（タントクルセンター内）

※保険証、ふだん服用しているお薬をお持ちください。

さくらんぼの選別をするサポーター

村山市の人口（4月１日現在）26,205人  男１2,66１人  女１3,544人  世帯数8,22１戸

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
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